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【提案テーマ一覧】 

 

１． はみだす商店街 

 

２． 光でまちを照らす 

 

３． 悠久の時 

 

４． 空間で繋がる 

 

５． 親子通り商店街 

 

６． 井戸×花手水 

 

７． 趣味シェア商店街 

 

８． Musubu Farm むすびののうえん 



廣島幸音 18H3077Y

商 店 街

まちの掲示板

〈不動通り商店街の魅力〉

商店街ならではの繋がり

商店街の日常を切り取った温かみ溢れる風景が魅力になる

・人々が会話している様子

・接客をする様子

・挨拶を交わす姿

園芸学部緑地環境学科 廣島幸音

会話の機会を

逃してしまって

いる気がする

魅力的な

温かみある風景

がよくみえない

なぜそのように感じてしまうの??

店の種類を 3 種類に分類してそれぞれの原因を整理してみると…

1.飲食系

（Cafe、ご飯屋さんなど）

・中の様子がわかりにくい

→多少目隠しがないと、気が休

まらないため

2.販売系

（本屋、八百屋など）

・食品販売だと店の中だけで

販売している店が多い

食品でないものは外で販売し

ている店も多い

→衛生面の問題？

・お店の人が店の奥の方にい

るので少し入りずらい

→店の形が、間口が狭く奥行き

がある構造のため

3.サービス系

（病院、美容室など）

・病院は中の様子がまったく

わからない

→個人情報を守るためか

・美容院も目隠しされている

ものが多い

→散髪をあまりみられたくない

道路空間と店の入口部分に

この商店街がもっと素敵になる要素があるのではないか

新たな繋がりが

生まれるチャンスを

逃している気がする



廣島幸音 18H3077Y

〈どうしたら商店街がもっとよくなる？〉

イメージ

〈目標〉

「つながる風景」をつくる

①繋がり合う人々の温かい風景をよ

り魅力的にみせる

②人々の繋がりをより助長する

はみだす

→お店が建物の内側から外側

にはみだす

・商店街の温かみ溢れる風景がよ

く見えるようになる！

・会話の機会や新たなつながりが

生まれる機会が増える！

A会話

B挨拶

Cアイコンタクト

D視界

F車両通行止め

「つながる風景」を目指して

はみだす商店街をつくる

のツールを組み合わせてつくっていく



廣島幸音 18H3077Y

3 つに分類した店それぞれに対してツールを組み合わせる

1.飲食系（Cafe、ご飯屋さんなど）

①外にテラスのような座席を設けて人が滞留できるスペースをつくる

・道を歩いている人と外の座席を利用する人がア

イコンタクトを取れる

・外からでもお店を利用する人々の様子が分かる

・人の存在を感じる

1.飲食系

Cアイコンタクト

D視界

2.販売系

A会話

Bあいさつ

Cアイコンタクト

D視界

3.サービス系

D視界

・ cafe の人々が会話したりくつ

ろいだりしている様子が外にも

伝わる

・利用者がリラックスできるよう

に視界をある程度遮る

・会話が生まれる空間

・道を歩きながら店の人とあいさつを交

わしたりアイコンタクトしたりできる

・外から見ても店の雰囲気が分かり、気

軽にふらっと立ち寄れる

・視界を遮る

・人が活動している様子が

外からもわかるようにしたい

具体的に落とし込むと…



廣島幸音 18H3077Y

＋α 空き家・空き地の活用についての提案

店がたくさんあったほうが賑わいも生まれるし、つながりも多くなるのではないか

・空き家のシャッターの前で出店するお店を募集する

・空き家の店舗部分を開放して、そこで人が滞留できるようにする

・店舗部分を開放して若い芸術家や作家の展示をやったり、若い人が安く出店できすようなシステムをつくる

（若者を呼び込んでまちを活性化させる）

車両通行止め

日にちと時間を決めて行う

水曜日 12：00～16：00 週半ばの水曜市

金曜日 17：00～19：00 今週もお疲れ様、金曜夜市

土曜日 10：00～18：00 ゆっくり時間が流れる土曜市

日曜日 10：00～16：00 夜ははやく帰ろう日曜市

2.販売系（書店、八百屋、花屋など）

①路面に店が飛び出すようにする

②屋台のようなつくりの物をつくって道路で商品を売る

③滞留スペースをつくる

3.サービス系（病院、美容室など）

①すりガラスとふつうのガラスを組み合わせた窓をつくる

②健康や美容に関する豆知識など、役立ち情報の掲示板

◎ルール

・車両通行止め中は、本来歩道である部分ま

で店舗がはみだしてよい。

・車両通行止め中は、自転車は降りて押す。

・緊急車両の通行は許可する。その際はすみ

やかに道をあける。

・道に広がっているので気軽に立ち寄れる雰囲気になっている

・道を歩いてい人と店を利用する人がアイコンタクトを取れる

・店主とお客さんがもっと気軽に会話できる

・もしかするとお客さん同士も会話の機会が生まれるかも

・道を歩いているだけで、店の賑わいを目で見て感じられる

・すりガラスから人影がみえて、建物の中に人が

いることが分かる

・掲示板でコミュニケーションを取れ、つながりが

生まれる

・自動車を気にせずゆっくり歩いて商店街を散

策できる

・徒歩で道を歩くことで、目的の店以外の店にも

目が行くようになる



光でまちを照らす

旧中山道——石神井川

——調査結論：
メリット：交通ー首都高速中央環状線に近い；駅からすぐ；池袋ショッ
ピングエリアに近い
　　　　　観光ー長い歴史を持つ；神社、お寺、花見場所に近い；潜在
観光客が多い
デメリット：施設古い；空き店舗；照明悪い；公園利用率低い；知名度
低い
チャンス：コロナ以後膨大な観光客数；令和3年オリンピック大会開催；
国際交流の深化
チャレンジ：住宅地と観光地域の調和；カルチャーショック

21

4

19

23

10

8

10
3

20-30代中国人が日本を訪れる際の観光傾向

飲食店 ファッションブランド
ショッピング 名所めぐり
無目的散歩 花見
地域イベント参加 着物体験

　旧中山道から石神井川までは静かな住宅地を囲んでいる。
　商店街や神社、お寺がたくさんあって、買い物、散歩、名所めぐりな
ど、様々なことができて、外国人の観光に適する地域だと考えた。
　外国観光客と地元住民の両方を喜ばせる方法を探し、「win‐win」な
観光環境を目標として提案する。

コンセプト：
　

　光で町を照らして、安全、快適な生活環境を地域住民に
与える一方、イルミネーションで賑やかな雰囲気を作り、
観光客を引き寄せる。
　シェアサイクルを設置し、夜でも明るくサイクルできる
環境を作るべき。誰でも、どこでも自由に使える交通観光
手段を作って、潜在的な観光客を発見し、住民にとっても
便利なものになる。

アンケート受けた人数：９８
調査期日：２０２０・１１・１０
調査者：劉　浅予



光でまちを照らす
観光側提案——照明や看板の考え

　２０－30代の外国観光客にアンケートされた結果、飲
食店や散歩の選択肢に高い傾向が見られる。不動通り
商店街では、日本独特な飲食店があり、ちょうどいい値段
で顧客を満足させる。見た目の良い看板が古い施設や建物
を隠して、日本町並みの独特な文化も表してく
る。

　LEDライトで看板を設置し、賑やかな商店街の雰
囲気を作る一方、照明システムの一部分にもなれるため、
地元住民にも心地良い安心感を与える。

　散歩地域としての石神井川沿岸の街路樹にイルミネーシ
ョンをして、夜にも明るく散歩できることにした。

イルミネーションで明るい樹木

ledライト看板

明るい町並み



町照明の考え方——led看板を妨げないように

普通照明施設 照明は上と下二つの部分で、時間による違う部分から
光を出す

交通側提案——シェアサイクル拡大の考え

観光施設と仮シェアサイクル駐輪場



　

　どこでも、誰でも自由に使えるシ
ェアサイクルは近年国々で広がって
る。夜のイルミネーション
の中でサイクルをすることを
提案する。
　住宅地域中のコンビニエンススト
アやスーパーなどでの駐輪スペ
ースが問題となり、シェアサイ
クルでこの問題を解決したいと思う。
　そして、便利な交通手段と
して、駅と駅の間に移動することも
簡単になり、周り地域にいる潜在の
観光客は電車の乗り換えを省略し、
シェアサイクルを使って、自由に移
動することができる。

自家用自転車の代わりに、シェアサイ
クルで自転車を使い回し、駐輪混雑問
題を解決する

夜サイクルイメージ図

現在駐輪混雑問題

シェアサイクル拡大後イメージ図



概要
仲宿と不動通り商店街、一見１つの商店街に見えるが
店舗の構成や景観要素、利用目的の違いを考察すると
それぞれの商店街の良さや悪さ、可能性が見えてくる。
仲宿に人通りが集中している現在、不動通りだからこそ
出来ること、人々にもたらす幸福は何だろうか。

・スーパーや生活雑貨を取り扱う店が多く自転車での
買い物客、主婦層が多い。近隣に大学もあるため、
若者もよく通る。商店街の主要生活圏。

交通量が多いのに対し、道路が狭い。
歩き
にく
い、
忙し
ない

：飲食店
：スーパー、 生活雑貨

悠久の 時

仲宿

分析



池田龍仁 18H3072X

：飲食店
：スーパー、 生活雑貨

・個人経営の種類豊富な専門店

分析
・飲食店は商店街の入り口に集中している。
・スーパーはあるけれど仲宿の方が大きい。

・人通りは少ないので歩きやすい。

不動通り

不動通りのだけの個性
前提
仲宿で生活が賄えてしまうとなると、不動通りが
商業的発展を単純に追いかけるのは危険。

不動通りの個性
ゆっくり進む時間、心の余裕、人々の温かみ

目指す目標
昔ながらの景観を価値とし、
豊かなコミュニティが創造されるよう
不動通りの個性を活かす郷愁的な街並み、
仕組みを形成。

憩いの場、 活動の場

居心地の良い街



・街灯を暖色系に、看板と被らないよう低く。
・商店上部にあるスペースに見出し看板を設置。
・新規の看板や広告にはアルファベットの
   利用を避ける。

基本方針
３本柱

レトロ
街並み

人柄

店主子ども
遊び

1 レトロの街並み

商店街に残った昭和レトロ要素をより
見やすく、懐かしみのある空間とすること
によって他の街区との差別化、昔の隣家
どうしのコミュニティや商店と客との会話
のように空間が新たな会話を生む機会になる。

レトロが見やすい街

景観の形成、コミュニティの誘発を
行う際の３つの基本方針を作成。

１. レトロの街並み
２. 子供の遊び場
３. 店主の人柄



池田龍仁 18H3072X

子ども商店街
放課後の時間帯を車両通行止めにして、子どもたちが商店で
おやつを買って縁宿広場を中心に自由に遊べる場を作成する。

個性豊かな店主は不動通りの魅力の１つ。
ポスターを見るだけで店主の人柄が何となく
分かるため、間接的なコミュニケーションツール
として利用できる。
面白いポスターの方がどんな商店なのか気になり、
お店に入る、見るきっかけになる。

買わなくていいから寄ってけ！

注：画像は文の里商店街より

悠久の時
不動通りを訪れた人々は個性豊かな
店主との会話、自由に遊ぶ子供達を
見てどこか懐かしい気持ちになる。
時がゆっくり流れる。
「豊かな生活。ふるさと」とは

3 店主の人柄

2 子どもの遊び場

昔遊びの伝授
昔遊びは大人も子供と一緒に楽しめる。
異なる年齢層が繋がるきっかけ。
・輪ゴム鉄砲の作り方やベーゴマのセミナー
イベントの開催。

商店街オリジナルポスター
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親子通り商店街

きっかけ～こどもの居にくい道路空間？～

思い描く道路空間は？

塚田純子＿18H3048K

Ø車通りの多さ
Ø大型車両の通行

ØはじめてのおつかいØ家族で横並びに歩くØ路地裏で遊ぶ子ども

Ø危険な場所で遊ぶ子どもも…Ø自転車通りも多い



板橋区区民意識意向調査（令和元年度）

令和元年度板橋区区民意識意向調査報告書
〈https://www.city.itabashi.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/0
01/016/583/houkokusyo3m.pdf 〉

調査
板橋区人口ビジョン（2020年～2045年）

考察

①人口増加傾向にあるが、近年では増加率がや
や減速しつつある。
②できる限り人口総数を維持できるよう、施策
に取り組む必要がある。

①0~4歳人口は微増傾向にあるが、合計特殊出
生率は東京都や特別区部を下回る水準で推移し
ている。
②若い世代が安心して出産・子育てできる環境
を整備していくことが必要である。

①10歳未満、30歳代は転出超過の状況となっ
ている。
②子育て世代等の人々に選ばれるまちとして区
の魅力を高める。

①年少人口、生産年齢人口は微増傾向にあるが、
老年人口は増加が続く。
②生産年齢人口の定住化や年少人口増加等バラ
ンスのとれた年齢構成とする。

総
人
口

自
然
増
減

社
会
増
減

年
齢
三
階

層
別
人
口

板橋区人口ビジョン (2020 年~2045 年) 
〈https://www.city.itabashi.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/0
01/007/138/attach_95782_1.pdf 〉

①現状・課題
②今後の方向性

89.80%

84.80%

90.70%

90.10%

94.10%
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住みやすいと感じる人の割合が全体を下回っている属性

住みやすいと感じる人の割合が全体を下回っている属性

71.30%

65.00%

69.60%

75.00%
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子育て世代の悩み

①小さな子供がいる家庭では、朝早くから素直
に買い物に行くことは難しい。
6:30～8:00頃に行われる朝市は地域との関わ
りを持てる良い機会ではあるが、時間の問題で
参加をしにくい。
②家事がひと段落する時間に合わせて開催され
る、地域と関わりがもてるイベント。

①道幅が十分に確保されておらず、歩道上をベ
ビーカーを押して歩きにくい。
自動車や自転車の交通量の多さから、小さい子
供を連れて歩きにくい。
②ベビーカーを押して、小さい子供を連れて、
のびのびと歩けるような道路空間。

①親元を離れて暮らしているため、子育ての相
談をしにくい環境である。
もっと身近に相談ができる先生のような存在が
欲しい。
②親しみのある人に子育ての相談ができるよう
な場所。普段の買い物の中でも、子育てに関す
る相談ができるような場所。

活
動
時
間
と
朝
市

道
幅
の
狭
さ

相
談
相
手

①現状・課題
②求められている空間

商店街における子育てのメリット

①商店街がもつあたたかいコミュニティは、昔から、
そしてこれからも受け継がれていくもの。
家族ごと参加しやすく、商店街と共に人生を歩むこ
とができる。
②孤独化しかねない子育て世代をその温かさで包み
込み、積極的に関わりを持つことで商店街全体でひ
とつひとつの家族を見守ることができる。

①商店街は近隣住民の交流の拠点であり、世代を超
えた関わりが生まれる。
入学や就職を機に転入した方や、生まれてから何十
年と住み続ける方など、様々な人々が集まる。
②世代を超えて様々な人と関わり合うことで、様々
な学びを得るきっかけとなる。
日々継続して交流することで、一人一人の体調の異
変にも気付きやすい環境となる。

①商店街は様々な職種が集まる場所であり、各商店
において個性豊かな商品が並ぶ。
それぞれの職について店主がいることにより、その
職ごとの踏み込んだ質問ができる環境が生まれる。
②各店それぞれにおいて相談に乗り、子供の成長に
合わせた商品を随時提案することができる。
一人一人の子供に合うものを提供してくれるという
信頼感や、見守る人がいるという安心感が生まれる。

受
け
継
が
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

多
世
代
交
流
の

生
ま
れ
や
す
い
場

様
々
な
種
類
の
商
店

①魅力
②子育てメリット

塚田純子＿18H3048K
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親子通り商店街における2つのポイント

交通規制 × 子育て支援

親子通り商店街とは…
調査・考察から考えられる、「今、親子が求めている空間」を実現した短日開催イベント。
子育てがひと段落した時間ー朝市の後を想定し、不動通り商店街において親子がのびのびと過
ごすことのできる空間をつくる。

交通規制
Ø 自動車・自転車等の通行を禁止する「タイヤ禁止」区域を設ける

Ø 自動車・自転車で商店街を訪れる人に向けて、駐車輪場を設ける

駐車輪場

�������

通行OKのタイヤ 通行NGのタイヤ
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子育て支援
Ø 子育て関連商品・サービスの提供を大きく打ち出す（各商店）

子育て関連商品・サービスを多く提供することで、親子の目線が様々な商店へ向く。

Ø 先輩パパ・ママへの子育て相談カウンターを設ける（縁宿広場）
親や子供が地域の大人に子育てを相談できるカウンターを設ける。
親子のストレス緩和や不安解消だけでなく、地域から親子への理解を深めるきっかけ作りとする。

Ø 乳幼児向けの各種設備を設ける（地域センター）
授乳室やオムツ替えスペースを多数設け、乳幼児を連れた人の不安を解消する。

Ø 父親学級、両親学級等を開催する（地域センター）
父親学級、両親学級等を開催し、子育ての不安解消へつなげる。

Ø 最先端子育てグッズ展覧会を開催する（観明寺前）
他にはない、最先端の子育て関連商品を展示することで他の地域に住む人からの興味関心にもつながる。
商店街の中におけるレンタル利用を通し、実際の利用への想像を掻き立てる。
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井戸×花手水 
隠れた魅力「井戸」の発見 
旧中山道板橋宿とその周辺地域の至る所で「井戸」を見つけた。これらの井戸を

生かすことで次のようなことが期待できるのではないか。 

1， 生活の質が向上 

2， 地域の魅力をみがく 

3， 人とのつながりを生む 

 

備考） 

･使用用途 近隣住民で雑用水として共有、災害時用水 etc. 

･蓋がしてある、私有地にある井戸は使用できるか「不明」とした。 

･使用不可の井戸は手動機が壊れていた。 

 



                             土肥雅也 18H3038X 

井戸を活用するメリット 
1，景観に個性がでる。         2，非常時、災害時に利用できる。 

       
3，雑用水として利用できる       4，地域コミュニティの創出 

                
                

 目指すかたち 「井戸端会議が生まれる町」 

 薄くなりつつある人のつながりを井戸を通して改善したい。 

 

井戸端会議 

井戸が生活用水として主に使われていた

時代は共有井戸に集まり、洗濯や水くみ

をしながら世間話や噂話をした。 

どうしたら実現できるか？ 

･井戸が利用可能な状態 

･井戸の存在が認知されている状態 

･井戸を日常的に利用する。 

･井戸を利用する精神的なハードル

が低い。 



 

 

提案 「井戸と花手水を絡めた生活」 

 井戸端会議が生まれる町を実現するための要素をクリアするために、ハレとケの両

方で井戸を利用するような生活を提案する。 

 日常的に井戸を利用することで住んでいる方々は井戸の存在や位置を認知し、井戸

を利用する精神的なハードルが下がる。また、祭りのような非日常的な行事があるこ

とで普段の生活にメリハリがつく。 

住民の生活に井戸が組み込まれていくことで自然と会話が生まれる。 

井戸×花手水 

  

花手水（はなちょうず） 

神社や寺院でお参りをする際に手を清

める場所（手水）に色とりどりの花を浮

かべて飾ったもの 

「ハレ」･･･祭りや年中行事などの非日常 「ケ」･･･普段の生活、日常 

            



土肥雅也 18H3038X 

 

ケ（日常） 

･井戸の周辺の住民ごとに班分けをする。井戸周辺で班で協力しながら井戸水を用

いて四季折々の花を育てる。 

･井戸がある路地裏は花で彩られる。 

･井戸の用途は園芸のみに絞らず様々なことに利用できるようにする。 

  

ハレ（非日常） 

･1年に 4回、育てた四季折々の花で花手水をつくりコンテスト（祭り）を開催する。 

･観明寺、板橋三丁目縁宿公園など商店街に隣接したところに展示し、商店街の盛り

上げを兼ねる。 

･花手水を展示するときは平たく大きな陶器や壺に水を張って花手水をつくる。 

 



2030 年 11 月号

板橋区南東部に位置する不動通り商店街、通称趣味シェア商店
街。ここは 2020 年に千葉大生の提案により商店街で趣味をシェ
アすることが決まった。あれから 10 年。趣味シェア商店街は今、
どう変わったのだろうか。

趣味シェア発祥の地をたどる

趣味暮らし

趣味シェア商店街



趣味シェアって？

2021 年、不動通りから始まった、各個人の趣味を共有する仕組み。

朝市の後、月一回のイベントとして始まった。

趣味のコレクションを売るに留まらず、客と共に楽しむサービス

や自分の専門についての知識をレクチャーするなど多様な形で提

供可能。

１サービス 100 円～と安価なことで庶民でも参加しやすいのが特

徴。

趣味シェアの役割

新規開拓

情報提供コミュニケーション

他にも、、、

・お客さんとの距離が縮まる
・お客さん同士でも話すように

・お客さんと専門知識を共有

・趣味に魅かれたお客さんが
来る

・ストレス解消効果
・空き店舗解消

場

消費行動信頼

宣伝効果

情報

楽しさ

18H3032Y 稲村友里



趣味シェアの様子

おいしい肉の見分け方教室 文具屋茶店 おじちゃんの相談部屋

#お肉屋さん

#主婦(夫)大歓迎

#30分で肉のプロに

#野点

#おばあちゃんのわざ

#日本文化

#小学生から参加可

#聞き上手

#子育て相談

ドアオープン型 のぞき見型 こっそり型

特徴

出入りしやすい 人の様子が見える 親密になりやすい

向いているのは、、、

良さを広めたい趣味 匂い・音の漏れる趣味 お話メインの趣味

特徴

向いているのは、、、

特徴

向いているのは、、、

色々な形の店構え



かつての時代 趣味シェア時代

販売

サービス提供

消費行動

宣伝
会話

発見

知識

SNS

体験

新規参入

感動

口コミ

友人

趣味シェアで変わったこと

18H3032Y 稲村友里

近隣住民

遠方住民

趣味活動



朝昼晩働く→疲労

朝昼働き夜は趣味→ストレスフリー

パン屋のYさんの一日

働き方にも変化が

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

開店作業

営業

閉店作業

趣味シェア

閉店

知り合いが増え、毎日誰か
がおしゃべりしに来てくれ
るのが楽しい。

近所に誰が住むかが分かる
ようになった。防犯につな
がっている。

地域外から趣味をシェアし
ながら商いしたいという人
が出てきて、空き店舗が
減った。

趣味シェアでつながった人
がお店に通ってくれるよう
になって売り上げが増えた。

空き店舗対策

安心楽しい

売り上げ

R.I. J.T.

M.D. Y.O.

商店の方の声
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